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本日の発表内容

１．世界遺産観光についての問題意識 ３頁
２．世界遺産とは何か ４～８頁
３．世界遺産観光を巡る状況 ９～１４頁
４．石見銀山でのケーススタディ １５～２３頁
５．持続的な観光振興に向けて ２４～３０頁
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１. 世界遺産観光についての問題意識

3

観光振興は地域活性化の有効な手法

観光資源の発掘・磨き上げ・情報発信が不可欠

ユネスコの世界遺産が観光資源として注目を集める。
富岡製糸場：登録後の１年間で訪問者が４倍の伸び

○観光需要の伸びは一過性のものではないのか。
観光需要を長期的に維持・確保できるか。

○世界遺産は、人類共通の財産として守り伝えるべきもの。
観光振興と世界遺産保全を両立させることはできるか。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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２. 世界遺産とは何か

（世界遺産の概念）

・世界遺産条約に基づいて、ユネスコの世界遺産リストに登録
された、人類が共有すべき「顕著な普遍的価値」を持つ物件
＝人類全体の「お宝」

世界文化遺産／世界自然遺産／世界複合遺産

・世界遺産保有国は、登録遺産を保護・管理する責任。

→ ユネスコの世界遺産委員会が６年毎に保全状況を審査

→ 世界遺産の保全に重大な支障が出ている場合には

危機遺産リストに掲載。状況如何では登録抹消。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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（世界遺産の登録状況）

○世界遺産の件数は著しく増加

○文化遺産の多様化
歴史的な建造物、市街地、遺跡のほか、産業遺産、文化的景観、
現代建築、先史時代の遺跡の登録も進む。

○地理的には依然として欧州の比率が高い。
・世界遺産全体の約４割、文化遺産の約５割が欧州に存在
・国別では、①イタリア５１件②中国４８件③スペイン４４件
④フランス４１件⑤ドイツ４０件・・・・⑪日本１９件

１９７９年
７ヶ国１２件

（文化８、自然４）

２０１５年
１６３ヶ国１０３１件

（文化８０２、自然１９７、複合３２）

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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モン・サン・ミシュエル

フィレンツェ歴史地区 ギザの三大ピラミッド

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015



フィリピンの棚田の景観

ウルグァイの食肉・加工工場

ベルリンの集合住宅

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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１９９３年 姫路城、法隆寺、屋久島、白神山地
１９９４年 京都の文化財
１９９５年 白川郷・五箇山
１９９６年 厳島神社、原爆ドーム
１９９８年 奈良の文化財
１９９９年 日光の社寺
２０００年 琉球グスク群
２００３年 紀伊山地の霊場と参詣道
２００５年 知床
２００７年 石見銀山
２０１１年 平泉、小笠原諸島
２０１３年 富士山
２０１４年 富岡製糸場と絹産業関連遺産
２０１５年 明治日本の産業革命遺産

（日本の世界遺産）
○１９９３～２０１５年に１９件が世界遺産登録（文化１５、自然４）

○今後のユネスコでの審査予定（文化２件）
２０１６年 長崎の教会群とキリスト教関連遺産群

２０１７年 宗像・沖ノ島

・最近、登録のペースが加速。

・著名な観光地・観光施設
ではない世界遺産も増加。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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３. 世界遺産観光を巡る状況

○日本国内の世界遺産について登録後の観光客数の推移を比較

・登録前は著名な観光地ではなかった世界遺産において
登録を契機に観光客が大幅に増加する例が目立つ。
屋久島、白神山地、白川郷・五箇山、
紀伊山地の霊場と参詣道、石見銀山、富岡製糸場

・登録前からの著名な観光地
京都、奈良、日光

堅調に推移又は下げ止まり
法隆寺、姫路城、厳島神社、原爆ドーム

登録にもかかわらず観光客が減少

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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白神山地

白川郷

屋久島

京 都

２０００年以前に登録
（１２月登録。登録翌年から観光客の増効果）

２００１年以後に登録
（６月登録。登録年から観光客の増効果）
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石見銀山

紀伊山地の霊場と参詣道
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昨年登録の富岡製糸場は３００％以上の増加
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厳島神社

姫路城

原爆ドーム

法 隆 寺

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○世界遺産登録は著名でない観光地の観光需要誘発に大きな効果

○長期的には観光客数は減少・横ばいに転じる傾向。
しかも、登録からピークまでの期間が次第に短縮
屋久島（１９９３年登録） １４年
白神山地（１９９３年登録） １１年
白川郷（１９９５年登録） １３年
紀伊山地の霊場と参詣道（２００４年） ３年
石見銀山（２００７年） 登録の翌年

○観光客の増加により経済面・社会面でプラスの効果が生じる一方
世界遺産の保全、住民の生活環境に対するマイナスの影響が
顕在化しているとの報告もある。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○登録を契機に観光客が大幅に増加した世界遺産の事例①
～ 屋久島（１９９３年登録、自然遺産、鹿児島県屋久島町） ～
観光客数の推移 （単位：万人）
１９９２ １９９３ １９９４ １９９５ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

２４ ２１ ２３ ２６ ３２ ２９ ３２ ３３ ４１ ３９ ３３ ３３ ３２ ３１

・縄文杉等山岳部を中心に観光客が増加、宿泊客が約７割
・経済面・社会面でプラスの効果
‐人口減少及び高齢化の抑制、就業人口の維持、観光業者の
増加（２０年間で宿泊施設は３倍、ガイドは８倍）

‐島民の誇りの高まり、山岳信仰「岳参り」の再興
・その一方で、植生への影響、し尿処理等の問題が深刻化
‐２０１１年６月に屋久島町は縄文杉登山者の制限（１日４２０人）
等に関する条例案を提出したが、観光業界の反対により否決。
‐その後、関係者で協議を重ねた結果、２０１６年度より、
入山協力金を徴収する方針を決定

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015



13

○登録を契機に観光客が大幅に増加した世界遺産の事例②
～ 白川郷の合掌づくり集落

（１９９５年登録、文化遺産、岐阜県白川村） ～
観光客数の推移 （単位：万人）

１９９４ １９９５ １９９６ １９９７ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

６７ ７７ １０２ １０７ １４４ １４７ １４７ １８６ １７３ １５９ １３１ １３８ １４３

・観光客のうち、宿泊客は１０万人足らずで、殆ど変化なし。
・大半が日帰り客で滞在時間は２～３時間程度。

経済的な波及効果は限定的。遺産への理解も深まらない。
・その一方で、負の影響は顕在化

観光車両による交通渋滞
観光客向け駐車場の設置等による景観の悪化
→ユネスコの専門機関（イコモス）から是正勧告を受ける。

・登録後１５年以上が経過した時点で観光車両の交通規制を導入、
合掌集落地区内の駐車場を全廃

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○登録を契機に観光客が大幅に増加した世界遺産の事例③
～ 石見銀山（２００７年登録、文化遺産、島根県大田市） ～
観光客数の推移 （単位：万人）

２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

３１ ３２ ３４ ４０ ７４ ８１ ５６ ５１ ５０ ４３ ５２

・観光客数は登録により倍増。登録の翌々年には減少に転じる。

・観光振興と遺産保全・生活環境の調和に向けた進取的な取組み
‐地方自治体、各種団体、住民代表が登録前から対応策を協議
‐登録時にパーク＆ライド方式の導入、基金の創設 等

・それでも、観光振興と遺産保全等の間にジレンマが存在
‐観光需要に応じて世界遺産地区内の路線バスを増便・増発した
ところ、安全・騒音・振動等の問題が発生

‐住民要望で登録翌年に路線バスを廃止したところ、観光客数は
ピーク時よりも減少

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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４. 石見銀山でのケース・スタディ

（ケーススタディの内容）
・地方自治体（大田市、島根県）へのヒアリング
・地場企業、自治会の代表など地域の関係者へのインタビュー
・観光客へのアンケート調査

実施時期：２０１４年８月及び９月
サンプル数：個人４６５、団体２３６

↓
持続的な観光振興に向けた課題事項の整理

（石見銀山をケース・スタディの対象に選んだ理由）
・登録後に観光需要は急増したが、短期間で頭打ち
・観光振興と遺産保全・生活環境との間にジレンマが存在

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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松江市

ゆ の つ

温泉津

（世界遺産の概要）
・島根県大田市に所在
・鉱山遺跡・鉱山町（大森）、銀の積出港・港町（温泉津、仁摩）
石見銀山街道で構成

大田市は松江の西６０キロ
人口３．７万人

に ま

仁 摩

○大森は大田市中心から１５キロ
離れた山間部の集落
人口４００人

○登録後の状況
・大田市の人口は約１割減
大森は４００人以上を維持

・若年者が地場企業に就職
（Ｉターン、Ｕターン）
・観光関連の店舗も増加

（登録の理由）
・東西文明の交流に大きな影響

大航海時代に世界の銀の１／３を産出
・環境に配慮し、自然と調和した鉱山運営

鉱山遺跡は禿山が多い。石見銀山は緑豊かな自然が残る。

大 森

石見銀山街道

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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坑道（龍源寺間歩）

大森の鉱山町

地区外の駐車場

アクセスバス

２．３ｋｍ

０．８ｋｍ

地区内バス路線の増発
↓

住民の生活環境や遺産
保全に係る問題の発生

↓
地区内バス路線の廃止

徒歩観光に転換

坑道（龍源寺間歩）

鉱山町の町並み

大 森 地 区

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015



※温泉はない。宿泊施設も殆どない。（３軒、収容力は数十人）

18

石見銀山（大田市大森地区）の観光地としての条件

○大都市圏からのアクセスはよくない

○主な観光資源・観光施設

○地区内の移動手段
・徒歩、自転車（レンタサイクル）又はベロタクシー
・大田市では、高齢者等限定で小型電気バスの導入を検討中

出雲空港
羽田空港

大阪空港

石見銀山

１．５時間

１時間

鉄道・バス乗継
２．５時間

鉱山遺跡
間歩（坑道）等

鉱山町の町並み 里山の自然
世界遺産センター
神社・寺院
石見銀山街道 等

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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（地方自治体（大田市、島根県）へのヒアリング）
○観光客数はピーク時よりも減少しているが、今後も世界遺産

ブランドで一定の需要は確保できる。
○質の高い観光客の確保とリピーター化、市内周遊による滞在

時間の延長を重視。（大森＋温泉津・仁摩＋三瓶温泉等）
○現状では、観光と遺産保全、生活環境が概ね調和。

官民拠出の保全基金があるので、観光客の協力金は不要。

（地場企業、住民代表へのインタビュー）

○世界遺産登録について大森地区には賛否両論あったが、
現在は概ね肯定的な評価がなされている。（観光客の来訪に
よる賑わい、若い世代の就労、人口の下げ止まり等）

○観光客の適正規模、高齢者の移動手段、観光客の協力金等
については、意見の相違が存在。

○大田市や観光協会による意見調整・集約を期待しているが、
公共の側の反応は鈍い。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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（観光客アンケート）
○観光客の属性（個人客）
・居住地・・・全国に分散

・訪問理由

56%

15%

10%
5%
15%

世界遺産訪問
空き時間の利用
鉱山遺跡に関心
口コミで良い評判
その他・無回答

80%

12%
5%5% １回

２回

３回

４回以上

65%
20%

10%4% ３時間未満

３時間以上４時間未満

４時間以上６時間未満

６時間以上

○観光客の活動実態（個人客）

・滞在時間

３時間未満の滞在で龍源寺間歩を中心に観光する傾向

世界遺産の誘客力

リピーター割合は２割
※主要観光地の平均は７割

7%
45%

65%
81%

0% 50% 100%

大久保間歩

世界遺産センター

鉱山町

龍源寺間歩

・訪問先

13% 10% 22% 20% 10% 25%
九州・四国 島根県内 その他の中国 近畿 北陸・東海 関東・東北・北海道

・訪問回数

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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・理解度、満足度はかなり高いが、再訪問希望はやや低い。

○世界遺産保全の理解度、観光の満足度、再訪問希望

44%

53%

44%

33%

0% 20%40%60%80%100%

団体客

個人客

十分に理解 やや理解

理 解 度 満 足 度 再訪問希望

37%

54%

48%

35%

0% 20%40%60%80%100%

団体客

個人客

とても満足 やや満足

7%

26%

47%

45%

0% 20% 40% 60% 80%100%

団体客

個人客

ぜひしたい できればしたい

リピーターを増やすには、どうすればよいか
・「ぜひ再訪問したい」と回答した観光客の特徴
‐ 「理解度」「満足度」の高い人ほど「ぜひ再訪問したい」の割合が高い
‐訪問理由は「世界遺産の価値や歴史に関心」「口コミで良い評価」
‐鉱山町散策時に食事や買物を堪能
・再訪問を希望しない理由
‐ 「世界遺産を一度訪問できれば満足」「訪問スポットが少い」
「石見銀山までのアクセス・地区内の移動が不便」

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○観光振興と世界遺産保全、住民生活の調和
・大森地区内の移動手段は「徒歩で構わない」が４割強。「レンタ
サイクル等の充実」「利用者限定の小型バス」といった移動手段
の改善を求める意見も５割。
・観光客への課金は比較的理解が得やすい雰囲気

28%

40%

44%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

団体客

個人客

協力すべき どちらかと言えば協力すべき

42%

43%

16%

31%

36%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

団体客

個人客

徒歩で構わない レンタサイクル等の充実 利用者限定の小型電気バスの運行

大森地区内の移動手段のあり方

遺産保全に対する観光客の資金面での協力

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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（持続的な観光振興に向けた課題事項の整理）

○世界遺産登録は初来訪者を中心に観光客の誘致に極めて
大きな効果を発揮。
→ しかし、登録のみでは需要増の効果は持続しない。
→   長期・安定的な需要の確保のためには、マーケットニーズ

を踏まえた戦略的な取組みが必要

○観光振興と遺産保全、住民生活の調和が不可欠

状況に応じて、地域の関係者間で、観光需要の適正規模、
協力金の徴収等を検討することも必要

過大な需要
・遺産保全、生活環境に支障
・観光客の満足度が低下

過小な需要
・地域社会の活力の低下
・地域社会の遺産保全力にも影響

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015



24

５. 持続的な観光振興に向けて
～世界遺産登録をモデルケースにした提言～

○しかし、それだけでは需要増の効果は続かない。
また、無制限な需要増は、観光資源の保全等に支障をもたらす。

○世界遺産登録のような強力なインパクトが生起すれば、知名度
の低い地域でも全国的な観光地に飛躍し得る。

○持続的な観光振興に向けて次のような対応を講じることが必要
①地域の関係者による協議・連携体制の構築

目標の設定とモニタリング
②観光地としてのライフサイクルを見据えた対処
③長期・安定需要の確保、観光振興と観光資源保全等の調和
に向けた戦略的な取組み

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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観光に関連する事項毎に達成すべき目標を設定

当該地域の観光のあるべき姿について合意形成

観光客数・リピーターの割合、観光客の満足度・再訪問希望率
観光資源の保全状況、生活環境の保全状況

○地域の関係者による協議・連携体制の構築
地方自治体、各種団体、住民代表＋国、有識者、旅行会社 等

目標の達成に向けて観光振興のための取組みを具体化

目標の達成状況の定期的なモニタリング

未達成の場合には要因分析、取組内容等の見直しに反映
観光統計、観光客アンケート、資源損傷度の点検、住民ヒアリング

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○観光地としてのライフサイクルを見据えた対処

（一般の観光地）

導入期

発展期

成熟期

①

②

③

衰退or再生

①観光需要の減少（衰退）
②新たな素材の提供による恒常的な需要増
③リピーター化等による長期・安定的な需要確保

（世界遺産登録などにより需要の急増した地域）

需 要

時 間

時 間

需 要

導入期

発展期
成熟期 再 生

○短期間で成熟期を迎え、衰退に向かう可能性が大
○早い段階から再生（長期・安定的な需要の確保）
に向けたソフトランディングに取り組むことが必要

登 録

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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○長期・安定需要の確保に向けた戦略的な取組み

定期的にマーケティング調査を実施

・リピーター化しやすい層の抽出・重点的な誘致活動
・再訪問の契機となるような魅力の創出

・再訪問希望を損なう要因への対処

○観光振興と観光資源保全等の調和に向けた戦略的な取組み

・必要に応じて、需要管理、交通規制、協力金の徴収等を検討
・観光資源等に過大な負荷がかからない観光振興策の工夫

観光需要の拡大よりも滞在時間の延長に重点
観光需要の平準化・閑散期の需要喚起

食事・土産・特産品、交流・体験メニュー、季節毎に異なる見所の提供、
周辺地域と連携した周遊観光ルート 等

空港等からの直行バス、高齢者等に配慮した地区内移動手段の整備 等

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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観光立国・・・全国で観光振興に向けた取り組みが活発化

地域間における観光客獲得競争の激化

世界遺産のほか諸般の理由で人気の観光スポットが誕生
竹田城・・・「日本のマチュピチュ」「天空の城」
高尾山、伏見稲荷・・・訪日外国人が高評価

競争に勝ち残るためには、既存の観光名所においても、
観光資源の磨き上げと情報発信、誘致・受入体制の充実等
に取り組むことが不可欠。

世界遺産登録をモデルケースにした提言を何らかの
参考にしていただけることを期待

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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竹田城（兵庫県朝来市）

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015
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ご清聴ありがとうございました。

(C)Mr. Mitsuhiro KOMURO, Institute for Transport Policy Studies, 2015




